
 

 

 

 

令和 5年度学校教育自己診断の結果について 1月実施 

学校教育自己診断アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。堅下南中学校

の１年間の取り組みについて、生徒・保護者の皆様から頂いたご意見をまとめた「学校教育

自己診断の結果」について報告させて頂きます。今後は、成果と課題を整理して次年度に向

けて教職員一同全力で取り組んで参ります。 

「平均評価指標」（以下「指標」と表記）を表記 

「指標」・・・(Ａ×１０＋Ｂ×５－Ｃ×５－Ｄ×１０)÷回答人数 

 

※「指標」が【5.0 以上は肯定的評価が高い】と判断しました。また、【7.0 以上は肯定的

な回答がかなり高い】と判断しました。 
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学校へ行くのが楽しい。

学校の規則を守れている。

授業は全体的にわかりやすい。

教え方にいろいろ工夫している先生が多い。

学校ではコンピュータなどの情報機器を授業などで活用してい

る。

(家庭学習のてびきなどを参考にしながら、 )家庭学習をしっかり

としている。

担任、または、担任以外の先生でも相談できる先生がいる。

先生は自分の事を理解しようとしてくれている。

間違ったことをしてしまった時、先生は叱ってくれる。

いじめなど困っていることは、取り上げてもらえる。

将来の進路や生き方について考える機会がある。

学校は進路についての情報をよく知らせてくれる。

人権の大切さについて学習することがある。

社会のルールや命の大切さを学習することがある。

国際理解・環境・福祉などを学習することがある。

安全・防災 (減災 )について学習することがある。

文化祭・体育大会・宿泊行事など学校の行事は楽しみである。

生徒会活動 (委員会活動 )に積極的に参加している。

部活動に積極的に参加している。

私は堅下南中学校が好きである。

生徒結果

当てはまる どちらかと言えば当てはまる どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

Ａ：当てはまる  Ｂ：どちらかといえば当てはまる  Ｃ：どちらかといえば当てはまらない Ｄ：当てはまらない 

清く広く高らかに  第１９号   令和６年２月２７日（火） 

       柏原市立堅下南中学校 校長室だより 
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令和 4年度比 20項目中 12項目が向上した。 

昨年度との比較のグラフは

近日中にホームページへ掲

載いたします。 
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子どもは学校へ行くのが楽しいと言っている。

子どもは学校の規則を守れている。

学校ではよくわかる授業に取り組んでいる。

教え方に工夫をしている先生が多い。

学校は授業などでコンピュータなどの情報機器を活用してい

る。

子どもは、家庭学習が十分できている。

子どもの相談に乗ってくれる先生がいる。

先生は子どもをよく理解しようとしている。

先生は子どものまちがった行動は厳しく指導してくれる。

学校はいじめのない学校づくりに取り組んでいる。

将来の進路や職業などについて適切な指導を行っている。

進路について家庭に連絡や適切な情報提供を行っている。

学校は人権の大切さをはぐくむ態度を育てようとしている。

学校は命の大切さや社会のルールを守る態度を育てようとして

いる。

学校では国際理解・環境・福祉・ボランティアなどを子どもに

学ばせている。

学校は安全・防災 (減災 )について学ばせている。

子どもは文化祭・体育大会・宿泊行事など学校行事を楽しみに

している。

子どもは生徒会活動 (委員会活動 )に積極的に参加している。

子どもは部活動に積極的に参加している。（３年生は引退する

までの期間）

子どもは堅下南中学校が好きである。

学校は子どものことについて適切に相談に応じてくれる。

学校の様子が懇談や通信などでよく知ることができる。

学校は保護者が授業や行事などを参観する機会をよく設けてい

る。

学校は、教育活動全般について、生徒や保護者の願いに応えて

いる。

学校では地域と連携して、開かれた学校づくりに取り組んでい

る。

学校は小学校と連携して、小中一貫教育の観点で子どもの教育

にあたっている。

保護者結果

系列1 系列2 系列3 系列4

令和 4年度比 2６項目中 2３項目が向上した。 
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コロナ禍が明け、通常の教育活動が行われ、学校行事や参観等で保護者の皆様には子どもたちの成長と、学

校風土や教職員の指導を見て頂き、安心や信頼に繋がったと感じています。南中の特色として、「学校行事」

「規範意識の確立」が特徴として見られ、今後も大切にしていきたいと考えております。 

一方で、「家庭学習」「授業に対する評価」は課題であり、私たち教職員にとって、最重要課題として今後の

改善に取り組んで参りたいと考えます。小中一貫で少人数指導の強みを生かし、学校へ行くことが楽しいと

感じられる学校づくりに努めて参ります。今後とも宜しくお願い致します。  校長 津田 亮 


